
【
論
　
　
説
】

憲
法
改
正
の
手
続

　
　
　
　
解
釈
論
を
中
心
と
し
て

名

畢…ヨ

健

二

（≡）（二）←う

　　　憲憲目
天国国法法
皇民会改改
ののの正正次
公承発のの
布認議手概
　　　続念

東洋法学

憲
法
改
正
の
概
念

　
憲
法
は
国
の
最
高
法
規
で
あ
り
、
そ
れ
は
根
本
法
ま
た
は
基
礎
法
と
し
て
の
性
格
を
も
ち
、
普
通
の
法
令
と
く
ら
べ
て
よ
り
強
度

な
固
定
性
と
長
期
に
わ
た
る
適
用
が
要
請
さ
れ
る
。
し
か
し
、
憲
法
と
い
え
ど
も
、
す
べ
て
の
条
項
に
わ
た
っ
て
、
絶
対
的
に
か
つ
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憲法改正の手続

永
久
的
に
そ
の
不
変
性
を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
現
実
の
政
治
・
社
会
生
活
は
、
絶
え
ず
変
化
し
て
い
る
。
一
度
作
ら
れ
た

憲
法
が
、
そ
の
永
久
性
や
不
変
性
を
固
執
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
時
代
の
要
請
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
か
え
っ
て
憲
法

と
現
実
の
政
治
と
の
結
び
つ
き
を
な
く
し
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
．
そ
こ
で
、
多
く
の
国
家
の
憲
法
は
、
時
代
の
変
化

に
対
応
し
た
変
更
を
予
想
し
、
ま
え
も
っ
て
改
正
に
関
す
る
規
定
を
設
け
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
憲
法
が
改
正
規
定
を
設
け
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
よ

と
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
り
賢
明
の
策
と
い
え
る
。

　
わ
が
国
の
場
合
、
明
治
憲
法
は
、
そ
の
第
七
三
条
で
、
「
将
来
此
ノ
憲
法
ノ
条
項
ヲ
改
正
ス
ル
ノ
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
勅
命
ヲ
以
テ

議
案
ヲ
帝
国
議
会
ノ
議
二
付
ス
ヘ
シ
」
と
定
め
、
憲
法
改
正
規
定
を
設
け
て
い
た
。
日
本
国
憲
法
も
、
同
じ
よ
う
に
憲
法
改
正
を
予

想
し
て
、
そ
の
第
九
章
で
「
改
正
」
と
題
し
て
、
と
く
に
一
章
を
設
け
て
そ
の
手
続
を
規
定
し
て
い
る
。

　
憲
法
の
改
正
（
く
R
討
ω
釜
鑛
絶
民
Φ
毎
轟
）
と
は
、
憲
法
典
に
定
め
る
改
正
手
続
に
よ
り
、
当
該
憲
法
典
の
あ
る
条

項
を
修
正
し
ま
た
は
削
除
し
、
あ
る
い
は
追
加
す
る
な
ど
の
ほ
か
、
新
た
に
条
項
を
設
け
て
も
と
の
憲
法
典
を
増
補
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
と

と
に
よ
り
、
憲
法
に
対
し
て
意
識
的
に
変
改
を
加
え
る
行
為
を
い
う
。
憲
法
改
正
は
、
　
一
部
改
正
（
部
分
改
正
）
、
つ
ま
り
、

部
分
的
な
改
正
で
あ
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
改
正
さ
れ
る
条
項
が
多
い
場
合
は
憲
法
全
文
を
改
め
る
と
い
う
全
文
改
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ゑ

（
全
部
改
正
）
と
い
う
こ
と
も
あ
り
う
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
憲
法
改
正
は
、
憲
法
の
廃
棄
（
＜
R
貯
霧
…
暢
く
段
三
〇
辟
蝿
轟
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
レ

憲
法
の
廃
止
（
く
R
貯
ω
釜
轟
害
①
器
註
閃
仁
鑛
）
、
憲
法
の
停
止
　
（
く
R
♂
霧
…
鵯
望
8
9
巴
o
β
）
お
よ
び
憲
法
の
破
棄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ヱ

（
く
R
賦
器
…
賜
身
容
浮
お
o
ど
鑛
）
な
ど
の
行
為
と
は
違
う
。
こ
れ
ら
は
、
本
来
的
な
憲
法
の
改
正
と
は
い
え
な
い
。
さ
ら
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ニ

憲
法
の
変
遷
（
＜
R
砂
器
…
ひ
Q
ω
類
碧
色
…
閃
）
と
も
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
憲
法
改
正
以
外
の
方
法
に
よ
る
憲
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法
の
変
容
、
す
な
わ
ち
、
憲
法
の
改
正
手
続
を
経
る
こ
と
な
く
行
わ
れ
る
憲
法
の
変
容
は
、
「
憲
法
の
変
動
」
と
い
わ
れ
る
。

　
以
下
、
憲
法
第
九
六
条
に
定
め
る
改
正
手
続
に
つ
い
て
、
解
釈
論
を
中
心
と
し
て
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

21（（43
））

学
　
（
5
）

東洋法

（
6
）

　
清
宮
四
郎
「
憲
法
1
」
〔
第
三
版
〕
、
一
九
七
九
年
、
三
九
四
頁
。

　
清
宮
、
前
掲
書
、
三
八
六
頁
。
同
「
全
訂
憲
法
要
論
」
、
一
九
七
三
年
、
七
二
頁
。
同
「
改
正
の
手
続
」
、
清
宮
四
郎
・
佐
藤
功
編
、

憲
法
講
座
4
所
収
、
一
九
七
〇
年
、
一
二
九
頁
。
廣
田
健
次
「
新
版
日
本
国
憲
法
概
論
」
、
　
一
九
九
四
年
、
二
二
三
頁
。
柏
崎
敏
義

「
憲
法
の
改
正
と
保
障
」
、
廣
田
健
次
編
、
日
本
国
憲
法
所
収
、
一
九
九
九
年
、
二
六
六
頁
。

　
な
お
、
憲
法
改
正
の
定
義
に
お
い
て
、
前
者
の
「
修
正
し
ま
た
は
削
除
し
、
あ
る
い
は
追
加
す
る
」
と
は
、
狭
義
の
改
正
を
い
い
、

後
者
の
「
新
た
に
条
項
を
設
け
て
も
と
の
憲
法
典
を
増
補
す
る
」
と
は
、
狭
義
の
増
補
を
い
い
、
両
者
は
区
別
さ
れ
る
が
、
と
も
に
憲

法
第
九
六
条
に
い
う
憲
法
の
改
正
に
含
ま
れ
る
。

　
な
お
、
こ
こ
に
い
う
全
文
改
正
は
、
改
正
の
限
界
内
に
お
け
る
改
正
を
い
う
。

　
憲
法
の
廃
棄
と
は
、
非
合
法
的
な
手
段
に
よ
り
、
憲
法
そ
の
も
の
を
、
そ
の
基
礎
に
あ
る
憲
法
制
定
権
力
を
も
含
め
て
打
倒
し
、
変

改
す
る
こ
と
を
い
う
。
憲
法
の
廃
棄
は
、
い
わ
ゆ
る
革
命
の
場
合
に
生
ず
る
。
例
え
ば
、
欽
定
憲
法
と
し
て
制
定
さ
れ
て
い
た
君
主
主

権
主
義
憲
法
が
革
命
に
よ
っ
て
廃
棄
さ
れ
、
新
し
く
成
立
し
た
革
命
政
権
に
よ
っ
て
共
和
制
の
憲
法
が
制
定
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
革
命
に
よ
っ
て
先
の
憲
法
制
定
権
力
が
打
倒
さ
れ
、
そ
れ
に
代
わ
る
新
し
い
憲
法
制
定
権
力
に
よ
り
、
新
た
な
憲
法
が

制
定
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。

　
憲
法
の
廃
止
と
は
、
既
存
の
憲
法
を
排
除
し
、
新
た
な
憲
法
を
制
定
す
る
こ
と
を
い
う
。
し
か
し
、
革
命
に
よ
り
憲
法
制
定
権
力
が

交
代
す
る
の
で
は
な
く
、
同
一
の
憲
法
制
定
権
力
の
内
部
に
お
け
る
政
治
権
力
の
移
動
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

一
八
五
一
年
の
ル
イ
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
の
ク
ー
デ
タ
ー
な
ど
が
、
憲
法
の
廃
止
に
あ
た
る
。

　
憲
法
の
停
止
と
は
、
憲
法
規
定
の
一
部
を
一
時
的
に
一
定
の
期
間
そ
の
効
力
を
失
わ
せ
る
こ
と
を
い
う
。
例
え
ば
、
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル

憲
法
第
四
八
条
第
二
項
や
明
治
憲
法
第
三
一
条
は
、
国
家
の
緊
急
非
常
の
場
合
に
は
、
国
民
の
権
利
や
自
由
の
保
障
に
関
す
る
規
定
が

一
時
的
に
か
つ
例
外
的
に
停
止
さ
れ
る
場
合
の
あ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
た
。
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憲法改正の手続

（
7
）

（
8
）

　
憲
法
の
破
棄
と
は
、
政
府
や
議
会
な
ど
が
個
々
の
例
外
的
な
場
合
に
、
憲
法
の
条
項
に
明
ら
か
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認

め
な
が
ら
、
そ
の
条
項
と
異
な
る
措
置
を
と
る
こ
と
を
い
う
。

　
憲
法
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
肯
定
説
と
否
定
説
が
対
立
し
て
い
る
。

　
肯
定
説
は
、
憲
法
条
項
に
矛
盾
す
る
行
為
も
、
一
定
の
要
件
が
満
た
さ
れ
た
場
合
、
例
え
ば
、
憲
法
違
反
の
実
例
が
長
期
間
継
続
し
、

か
つ
国
民
も
そ
の
結
果
を
争
う
こ
と
な
く
、
そ
の
変
化
を
そ
う
あ
る
べ
き
も
の
と
し
て
承
認
し
た
と
き
、
憲
法
違
反
の
実
例
が
憲
法
規

範
と
し
て
の
性
格
を
有
し
、
憲
法
条
項
に
と
っ
て
代
わ
る
と
す
る
考
え
で
あ
る
。
小
林
直
樹
［
新
版
］
「
憲
法
講
義
下
」
、
一
九
八
三
年
、

五
七
四
頁
－
五
七
五
頁
。
橋
本
公
亘
「
日
本
国
憲
法
」
、
一
九
八
○
年
、
四
九
頁
。

　
否
定
説
は
、
憲
法
違
反
の
国
家
行
為
が
か
り
に
事
実
と
し
て
存
在
し
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
法
的
に
は
あ
く
ま
で
も
違
憲
で
あ

り
、
無
効
で
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
憲
法
改
正
の
方
法
に
よ
ら
な
い
憲
法
規
範
の
変
更
を
認
め
る
こ
と
は
硬
性
憲
法
の
本
質
と
相

容
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
考
え
で
あ
る
。
杉
原
泰
雄
「
憲
法
秩
序
の
変
化
」
、
田
上
穣
治
編
、
体
系
憲
法
事
典
所
収
、
　
一
九
七
〇

年
、
一
七
〇
頁
。
樋
口
陽
一
「
憲
法
の
変
遷
」
、
芦
部
信
喜
・
池
田
政
章
・
杉
原
泰
雄
編
、
演
習
憲
法
所
収
、
一
九
八
七
年
、
三
四
頁
。

同
「
憲
法
」
、
一
九
九
二
年
、
八
一
頁
－
八
二
頁
。
同
「
憲
法
1
」
、
一
九
九
八
年
、
三
八
七
頁
。

　
憲
法
変
遷
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
目
的
で
は
な
い
の
で
こ
こ
で
詳
し
く
論
ず
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
私
見
と
し
て
は
、
否
定
説
が
妥

当
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
憲
法
が
最
高
法
規
性
を
規
定
し
て
い
る
の
は
、
憲
法
に
反
す
る
一
切
の
国
家
行
為
の
効
力
を
否
定
す
る
も

の
で
あ
り
、
ま
た
、
憲
法
を
変
更
す
る
に
は
憲
法
改
正
と
い
う
厳
格
な
法
的
手
続
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
憲
法
の
改
廃

は
あ
く
ま
で
も
憲
法
典
に
定
め
て
い
る
改
正
規
定
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
手
続
を
経
る
こ
と
な
く
憲
法
の

条
項
に
違
反
ま
た
は
矛
盾
す
る
実
例
が
そ
の
憲
法
の
条
項
に
取
っ
て
代
わ
っ
て
憲
法
規
範
性
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
な
ら
ば
、

硬
性
憲
法
の
本
質
と
相
容
れ
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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二
　
憲
法
改
正
の
手
続

東洋法学
　
e
　
国
会
の
発
議

　
日
本
国
憲
法
は
、
そ
の
第
九
六
条
第
一
項
第
一
段
で
、
「
こ
の
憲
法
の
改
正
は
、
各
議
院
の
総
議
員
の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
で
、

国
会
が
、
こ
れ
を
発
議
し
」
と
規
定
し
て
い
る
。
主
権
者
で
あ
る
国
民
の
代
表
機
関
で
あ
り
、
国
権
の
最
高
機
関
と
さ
れ
る
国
会
が

憲
法
改
正
の
発
議
を
す
る
と
い
う
の
は
、
民
定
憲
法
を
民
主
的
に
改
正
す
る
手
続
と
し
て
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

　
国
会
の
発
議
が
成
立
す
る
に
は
、
そ
の
前
に
、
ま
ず
一
つ
の
院
で
議
案
が
発
案
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
発
案
と
い
う
の
は
、

発
議
の
前
に
、
一
つ
の
院
で
誰
か
に
よ
っ
て
議
案
が
提
出
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。
発
議
と
い
う
の
は
、
国
会
の
議
決
と
し
て
成
立
し

た
場
合
を
い
う
。

　
憲
法
改
正
の
発
案
に
つ
い
て
は
、
普
通
の
議
案
と
同
様
、
一
つ
の
院
で
そ
こ
に
所
属
す
る
議
員
が
な
し
う
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
発
案
は
一
人
の
議
員
で
も
で
き
る
が
、
憲
法
改
正
と
い
う
重
大
な
発
案
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
て
、
一
定
数
の
議
員
の
共
同
発

案
と
す
る
の
が
望
ま
し
い
し
、
実
際
に
も
そ
う
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
議
員
の
発
案
の
他
に
、
す
で
に
一
の
院
で
可
決
さ
れ
た
議
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

が
他
の
院
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
が
、
そ
れ
は
別
段
問
題
は
な
い
。

　
こ
こ
で
、
問
題
と
な
る
の
は
、
内
閣
に
憲
法
改
正
案
の
提
出
権
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
憲
法
の

規
定
は
明
確
で
は
な
く
、
学
説
が
対
立
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ら

　
第
一
説
は
、
法
律
案
と
同
様
に
、
内
閣
に
は
憲
法
改
正
案
の
提
出
権
も
認
め
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
憲
法
上
、
立
法
の
た
め
の

5



憲法改正の手続

発
議
権
と
い
う
の
は
国
会
に
属
し
（
憲
法
第
四
一
条
）
、
憲
法
第
七
二
条
に
い
う
「
議
案
」
は
、
あ
く
ま
で
も
予
算
、
条
約
を
意
味
す

る
。
し
た
が
っ
て
、
内
閣
法
第
五
条
で
、
「
内
閣
総
理
大
臣
は
、
内
閣
を
代
表
し
て
内
閣
提
出
の
法
律
案
、
予
算
そ
の
他
の
議
案
を

国
会
に
提
出
し
」
と
規
定
し
て
い
る
当
該
規
定
は
、
憲
法
違
反
の
疑
い
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
第
二
説
は
、
法
律
案
に
つ
い
て
は
内
閣
の
提
出
権
を
認
め
る
が
、
憲
法
改
正
案
の
提
出
権
は
認
め
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
憲
法

第
九
六
条
が
定
め
る
「
国
会
が
、
こ
れ
を
発
議
し
」
と
い
う
の
は
、
憲
法
改
正
の
発
議
が
政
府
か
ら
独
立
し
て
、
国
会
だ
け
の
手
続

に
よ
っ
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
憲
法
改
正
の
「
発
案
」
は
、
「
国
会
が
、
こ
れ

を
発
議
し
」
と
い
う
場
合
の
「
発
議
」
の
手
続
の
一
部
を
な
す
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
憲
法
改
正
の
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ゑ

案
権
は
、
国
会
議
員
だ
け
が
も
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
憲
法
第
七
二
条
に
い
う
「
議
案
」
の
中
に
憲
法
改
正
案
は
含
ま
れ
な
い
。
ま
た
、

内
閣
法
第
五
条
は
、
憲
法
改
正
案
が
「
そ
の
他
の
議
案
」
の
中
に
含
ま
れ
る
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
あ
る
が
、
「
法
律
案
」
が
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ゑ

初
に
で
て
い
る
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
立
法
者
は
内
閣
に
は
憲
法
改
正
案
の
提
出
権
が
な
い
と
考
え
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
加

え
て
、
憲
法
改
正
の
発
案
と
法
律
案
の
発
案
と
を
同
視
す
る
こ
と
は
理
由
が
な
く
、
法
律
案
の
場
合
は
複
雑
多
岐
に
亘
っ
て
い
る
の

で
、
法
律
を
執
行
す
る
内
閣
が
法
律
案
の
発
案
を
す
る
こ
と
は
実
際
問
題
と
し
て
適
当
で
あ
る
。
し
か
し
、
憲
法
は
、
国
の
根
本
法

で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
改
正
は
め
っ
た
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
法
律
案
の
提
出
と
憲
法
改
正
案
の
提
出
と
を
区
別
す
る
に
十

　
　
　
　
　
　
な
レ

分
な
理
由
が
あ
る
。

　
第
三
説
は
、
法
律
案
の
提
出
権
と
同
じ
よ
う
に
、
憲
法
改
正
案
の
提
出
権
が
内
閣
に
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
憲
法
は
明
確
に

規
定
し
て
い
な
い
の
で
、
そ
れ
は
立
法
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
し
、
法
律
案
の
場
合
と
同
様
、
憲
法
改
正
案
の
提
出
権
も
認
め
ら
れ

6
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（
7
）

る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ニ

　
第
四
説
は
、
内
閣
は
、
法
律
案
と
同
じ
よ
う
に
、
憲
法
改
正
案
の
提
出
権
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
憲
法
第
九
六
条
に
い
う

「
発
議
」
は
、
国
民
投
票
の
た
め
に
そ
の
対
象
と
な
る
憲
法
改
正
案
を
国
民
に
対
し
て
提
案
す
る
こ
と
を
い
う
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、
国
会
の
議
決
の
対
象
と
な
る
原
案
の
発
案
権
・
提
出
権
が
ど
こ
に
あ
る
か
に
つ
い
て
は
同
条
は
触
れ
て
い
な
い
。
そ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
両
院
の
議
員
だ
け
に
専
属
せ
し
め
て
い
る
の
で
は
な
い
と
解
さ
れ
る
。
内
閣
法
第
五
条
が
憲
法
改
正

案
を
除
外
し
て
い
る
の
は
、
憲
法
改
正
案
は
法
律
案
や
予
算
案
な
ど
の
よ
う
な
通
常
の
議
案
で
は
な
く
、
し
か
も
提
出
さ
れ
る
こ
と

が
少
な
い
議
案
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
と
く
に
明
記
し
な
か
っ
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
憲
法
第
九
六
条
に
定
め
る
憲
法
改
正
手

続
の
重
点
は
、
国
民
主
権
に
基
づ
く
国
民
投
票
の
制
度
に
あ
る
の
で
、
そ
の
原
案
の
発
案
権
・
提
出
権
の
所
在
に
つ
い
て
は
、
と
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
レ

に
内
閣
を
排
斥
す
る
必
要
は
な
い
。

　
以
上
の
ご
と
く
、
内
閣
に
憲
法
改
正
案
の
提
出
権
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
学
説
が
対
立
し
て
い
る
が
、
第
四
説
が
妥
当
と

思
わ
れ
る
。
確
か
に
、
第
二
説
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
憲
法
改
正
の
発
案
の
場
合
と
法
律
案
の
発
案
の
場
合
を
同
一
視
す
る
こ
と
に

疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
発
議
と
い
う
の
は
両
議
院
の
議
決
に
よ
る
国
会
の
意
思
を
い
う
の
で
あ
っ
て
、
発
案
権
が
国
会
議

員
に
限
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
と
は
解
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
憲
法
や
内
閣
法
が
憲
法
改
正
案
に
つ
い
て
内
閣
の
発
案
権
を

明
記
し
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
直
ち
に
禁
止
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
内
閣
に
発
案
権
を
認
め
て
も
議
決
を
す

る
の
は
あ
く
ま
で
も
国
会
で
あ
っ
て
、
国
民
投
票
の
自
主
性
が
損
な
わ
れ
た
り
、
国
民
主
権
の
原
理
に
矛
盾
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
現
在
の
制
度
に
お
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
お
よ
び
国
務
大
臣
の
過
半
数
は
、
同
時
に
国
会
議
員
の
資
格
を
も
っ
て
お
り
、
実
際

7



憲法改正の手続

に
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
閣
僚
が
国
会
議
員
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
者
は
議
員
と
し
て
発
案
権
を
有
し
て
い
る
し
、
内
閣
に
発
案

権
が
な
い
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
も
、
閣
僚
の
多
く
が
所
属
す
る
与
党
の
議
員
が
代
わ
っ
て
発
案
で
き
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
は
意
味

が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
む
し
ろ
、
憲
法
改
正
の
重
要
性
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
て
、
内
閣
に
憲
法
改
正
の
発
案
権
を
認
め
、
そ
の

下
に
例
え
ば
憲
法
調
査
会
の
よ
う
な
組
織
を
設
け
る
こ
と
を
可
能
と
さ
せ
、
そ
こ
で
十
分
に
検
討
さ
せ
て
、
多
く
の
意
見
を
反
映
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　

せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
憲
法
改
正
案
を
作
成
す
る
方
法
を
と
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
。

　
憲
法
改
正
案
の
定
足
数
に
つ
い
て
は
、
憲
法
上
、
明
文
の
規
定
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
明
治
憲
法
は
、
定
足
数
に
つ
い
て
の

規
定
を
設
け
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
明
治
憲
法
第
七
三
条
第
二
項
は
、
「
両
議
院
ハ
各
々
其
ノ
総
員
三
分
ノ
ニ
以
上
出
席
ス
ル
ニ
非

サ
レ
ハ
議
事
ヲ
開
ク
コ
ト
ヲ
得
ス
出
席
議
員
三
分
ノ
ニ
以
上
ノ
多
数
ヲ
得
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
改
正
ノ
議
決
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ス
」
と
規

定
し
て
い
た
。
現
行
憲
法
に
は
、
こ
の
よ
う
な
規
定
が
な
い
こ
と
か
ら
、
学
説
上
意
見
が
対
立
し
て
い
る
。

　
第
一
説
は
、
憲
法
改
正
案
に
つ
い
て
も
、
憲
法
第
五
六
条
第
一
項
に
定
め
る
一
般
の
国
会
議
事
と
同
じ
よ
う
に
、
総
議
員
の
三
分

　
　
　
　
　
　
　
パ
ユ

の
一
以
上
で
足
り
る
。

　
第
二
説
は
、
憲
法
上
、
定
足
数
に
つ
い
て
明
文
の
規
定
は
な
い
が
、
憲
法
改
正
と
一
般
の
議
事
と
を
同
列
に
取
り
扱
う
こ
と
は
適

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

当
で
な
い
。
憲
法
改
正
と
い
う
議
事
の
重
大
性
に
鑑
み
て
、
定
足
数
も
発
議
に
要
す
る
と
同
じ
三
分
の
二
以
上
を
必
要
と
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
、
定
足
数
を
三
分
の
一
以
上
で
足
り
る
か
、
三
分
の
二
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
は
、
憲
法
上
一
義
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

は
決
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
れ
は
法
律
で
具
体
的
に
定
め
う
る
と
解
す
る
余
地
が
あ
る
と
す
る
立
場
や
ど
ち
ら
に
す
る
か
は
法
律

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ど

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
す
る
が
、
特
別
の
規
定
が
な
い
以
上
三
分
の
一
以
上
で
足
り
る
と
す
る
立
場
も
あ
る
。

8
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こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
定
足
数
を
憲
法
第
五
六
条
第
一
項
と
同
じ
く
三
分
の
一
以
上
と
解
し
て
も
差
し
支
え
な
い
と
考
え
ら
れ

る
が
、
憲
法
第
九
六
条
に
定
め
る
三
分
の
二
以
上
と
い
う
議
決
の
要
件
は
、
三
分
の
一
以
上
の
定
足
数
で
は
満
た
す
こ
と
が
で
き
な

い
の
で
、
そ
の
議
事
の
定
足
数
も
総
議
員
の
三
分
の
二
以
上
を
必
要
と
す
る
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
憲
法
改
正
の
発
議
の
議

事
に
つ
い
て
は
、
一
般
の
議
事
よ
り
も
慎
重
に
か
つ
厳
格
に
扱
う
べ
き
で
あ
り
、
し
か
も
、
憲
法
改
正
は
ま
れ
に
行
わ
れ
る
行
為
で

あ
る
こ
と
に
鑑
み
て
、
第
二
説
の
三
分
の
二
以
上
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
国
会
の
発
議
の
議
決
に
つ
い
て
は
、
衆
議
院
お
よ
び
参
議
院
の
そ
れ
ぞ
れ
の
総
議
員
の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
を
必
要
と
す
る
。

こ
の
「
総
議
員
」
に
つ
い
て
は
、
各
議
院
の
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
定
数
、
す
な
わ
ち
、
法
定
議
員
数
と
す
る
説
と
現
在
議
員
数

と
す
る
説
と
が
対
立
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
リ

　
D
　
法
定
議
員
数
説
は
、
各
議
院
の
議
員
の
法
定
数
と
解
す
る
。
す
な
わ
ち
、
議
院
の
定
数
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
常
に
数
が
一

定
す
る
利
益
が
あ
り
、
死
亡
等
の
欠
員
は
議
決
の
当
時
、
必
ず
し
も
分
明
で
な
い
場
合
が
あ
り
う
る
か
ら
、
か
く
解
す
べ
き
で
あ
る
。

欠
員
を
引
い
た
現
在
員
を
総
議
員
と
解
す
る
と
、
僅
少
の
差
で
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
が
え
ら
れ
な
い
と
み
ら
れ
る
と
き
に
、
少
数

派
議
員
を
除
名
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
議
案
を
可
決
せ
し
め
る
可
能
性
を
生
ず
る
。
要
件
を
厳
格
に
し
た
こ
と
は
、
改
正
を
困
難
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
ロ

ら
し
め
よ
う
と
す
る
趣
旨
を
示
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
ゆ
る
め
て
解
す
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
。

　
助
　
現
在
議
員
数
説
は
、
各
議
院
に
現
に
在
職
す
る
議
員
の
総
数
と
解
す
る
。
す
な
わ
ち
、
法
定
議
員
数
と
解
す
る
と
、
欠
員
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ゼ

だ
け
反
対
票
に
数
え
ら
れ
る
と
い
う
不
合
理
を
生
ず
る
の
で
妥
当
で
は
な
い
。
ま
た
、
憲
法
改
正
に
際
し
て
は
、
そ
の
要
件
が
極
め

て
厳
格
で
あ
る
こ
と
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
て
、
総
議
員
を
現
在
議
員
数
と
解
し
て
そ
の
要
件
を
緩
和
さ
せ
る
と
す
る
の
が
実
質
的

9
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お

に
は
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。

　
両
説
そ
れ
ぞ
れ
理
由
は
あ
る
が
、
法
定
議
員
数
と
解
す
る
と
、
欠
員
数
だ
け
の
議
員
が
反
対
投
票
を
し
た
の
と
同
じ
に
取
り
扱
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
不
合
理
で
あ
る
か
ら
、
総
議
員
を
現
在
議
員
数
と
解
す
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

　
国
会
の
発
議
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
衆
議
院
と
参
議
院
と
で
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
を
え
た
と
き
、
つ
ま
り
、
両
議
院
の
意
思

の
一
致
が
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
参
議
院
の
緊
急
集
会
で
憲
法
改
正
の
発
議
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
法
律
案
の

議
決
（
憲
法
第
五
九
条
）
、
予
算
の
議
決
（
憲
法
第
六
〇
条
）
、
条
約
の
承
認
（
憲
法
第
六
一
条
）
お
よ
び
内
閣
総
理
大
臣
の
指
名
（
憲

法
第
六
七
条
）
に
お
い
て
は
衆
議
院
の
優
越
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
憲
法
改
正
の
発
議
の
場
合
、
衆
議
院
と
参
議
院
の
地
位
は
対

等
で
あ
る
。
参
議
院
議
員
の
三
分
の
一
が
反
対
す
れ
ば
、
国
会
は
発
議
を
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
衆
議
院
の
優
越
が
認
め
ら
れ
な

い
こ
と
の
結
果
と
し
て
、
憲
法
改
正
の
発
議
の
成
立
は
困
難
と
な
る
。
し
か
し
、
憲
法
第
九
六
条
が
憲
法
改
正
に
限
定
し
て
衆
議
院

の
優
越
を
認
め
な
か
っ
た
の
は
、
憲
法
改
正
と
い
う
事
柄
の
重
要
性
に
鑑
み
て
、
憲
法
改
正
は
で
き
る
限
り
両
議
院
の
意
思
の
一
致

に
基
づ
い
て
行
う
べ
き
で
あ
り
、
両
議
院
の
意
思
が
一
致
し
な
い
ま
ま
で
衆
議
院
が
参
議
院
の
意
思
を
排
除
し
て
、
国
会
の
意
思
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
お

す
る
方
法
を
と
る
べ
き
で
は
な
い
と
し
た
と
解
さ
れ
る
。

　
な
お
、
憲
法
改
正
案
を
巡
っ
て
、
衆
議
院
と
参
議
院
と
の
間
で
意
見
が
一
致
し
な
い
と
き
は
、
両
院
協
議
会
を
開
く
こ
と
が
で
き

る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
発
議
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
妥
協
の
場
と
し
て
の
両
院
協
議
会
を
開
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　

も
差
し
支
え
な
い
と
し
、
む
し
ろ
そ
れ
を
開
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
考
え
が
あ
る
。
し
か
し
、
憲
法
上
、
明
文
の
規
定
が
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
む

の
に
、
そ
こ
ま
で
積
極
的
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
で
あ
り
、
疑
問
で
あ
ろ
う
。
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東洋法学

（
1
）

（
2
）

（
3
）7654））））

　
清
宮
四
郎
「
憲
法
1
」
〔
第
三
版
〕
、
三
九
八
頁
。
同
「
改
正
の
手
続
」
、
清
宮
四
郎
・
佐
藤
　
功
編
、
憲
法
講
座
4
所
収
、
二
二
八

頁
。　

佐
々
木
惣
一
「
改
訂
日
本
国
憲
法
論
」
、
一
九
八
一
年
、
二
七
〇
頁
ー
二
七
一
頁
、
二
八
七
頁
－
二
八
八
頁
。
鈴
木
安
蔵
「
憲
法
学

原
論
」
、
一
九
五
六
年
、
四
四
四
頁
。
小
林
孝
輔
「
憲
法
」
、
一
九
九
三
年
、
一
九
五
頁
－
一
九
六
頁
。
同
「
学
説
判
例
憲
法
」
、
　
一
九

七
九
年
、
一
九
〇
頁
。
杉
原
泰
雄
「
憲
法
1
1
」
、
一
九
八
九
年
、
二
二
九
頁
。
田
畑
　
忍
「
憲
法
学
講
義
」
、
一
九
六
四
年
、
一
一
七
〇
頁
。

佐
々
木
高
雄
「
国
会
」
、
小
林
孝
輔
編
、
憲
法
所
収
、
一
九
八
六
年
、
二
九
〇
頁
。

　
廣
田
健
次
「
新
版
日
本
国
憲
法
概
論
」
、
一
七
九
頁
。
小
林
直
樹
［
新
版
］
「
憲
法
講
義
下
」
、
五
五
二
頁
ー
五
五
三
頁
。
橋
本
公
亘

「
日
本
国
憲
法
」
、
六
五
五
頁
。
法
学
協
会
編
「
註
解
日
本
国
憲
法
下
巻
」
、
一
九
七
〇
年
、
一
四
四
三
頁
。
和
田
英
夫
「
新
版
憲
法
体

系
」
、
一
九
八
二
年
、
二
八
八
頁
、
二
九
〇
頁
。
長
尾
一
紘
「
日
本
国
憲
法
」
【
第
三
版
】
、
一
九
九
七
年
、
三
七
七
頁
ー
三
七
八
頁
、

五
六
一
頁
。
吉
田
善
明
「
日
本
国
憲
法
論
」
、
一
九
九
〇
年
、
三
九
八
頁
。
和
田
鶴
蔵
「
日
本
国
憲
法
要
論
上
巻
」
、
一
九
七
二
年
、
二

六
五
頁
。
芦
部
信
喜
「
憲
法
学
1
」
、
一
九
九
二
年
、
七
一
頁
。
同
「
憲
法
」
、
新
版
補
訂
版
、
一
九
九
九
年
、
二
六
五
頁
、
三
五
四
頁
。

樋
口
陽
一
「
憲
法
」
、
七
五
頁
。
同
「
憲
法
1
」
、
三
七
七
頁
。
上
田
勝
美
「
憲
法
改
正
」
、
芦
部
信
喜
編
、
憲
法
の
基
本
問
題
所
収
、

一
九
八
八
年
、
一
五
八
頁
。
柏
崎
敏
義
「
憲
法
の
改
正
と
保
障
」
、
廣
田
健
次
編
、
日
本
国
憲
法
所
収
、
二
六
七
頁
。

　
な
お
、
小
林
教
授
は
、
憲
法
改
正
案
の
発
案
に
つ
い
て
は
国
会
に
限
る
方
が
国
民
主
権
の
原
則
に
適
い
、
憲
法
改
正
の
意
義
を
明
ら

か
に
す
る
長
所
が
あ
る
と
し
て
肯
定
説
の
立
場
を
改
め
て
い
る
。
小
林
（
直
）
、
前
掲
書
、
五
五
三
頁
、
註
鋤
。

　
法
学
協
会
編
、
前
掲
書
、
一
四
四
三
頁
。

　
法
学
協
会
編
、
前
掲
書
、
一
四
四
二
頁
。

　
橋
本
、
前
掲
書
、
六
五
五
頁
。

　
清
宮
、
前
掲
書
、
三
九
八
頁
－
三
九
九
頁
。
同
、
前
掲
「
改
正
の
手
続
」
、
二
二
九
頁
。
宮
沢
俊
儀
「
全
訂
日
本
国
憲
法
」
、
芦
部
信

喜
補
訂
、
一
九
七
九
年
、
五
五
四
頁
。

　
な
お
、
佐
藤
教
授
は
、
憲
法
改
正
に
つ
い
て
は
内
閣
が
当
然
に
発
案
権
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
た
だ
法

律
に
よ
っ
て
内
閣
に
も
発
案
権
を
認
め
る
こ
と
は
排
除
さ
れ
な
い
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
に
理
解
す
べ
き
と
し
、
国
民
投
票
制
度
の
詳
細
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憲法改正の手続

（
8
）

1211109151413

等
と
と
も
に
法
律
で
憲
法
改
正
手
続
の
詳
細
を
定
め
る
際
に
、
内
閣
の
発
案
権
に
関
し
て
も
定
め
る
可
能
性
が
あ
り
う
る
と
す
る
。
佐

藤
幸
治
「
第
九
六
条
」
、
樋
口
陽
一
・
佐
藤
幸
治
・
中
村
睦
男
・
浦
部
法
穂
共
著
、
注
釈
日
本
国
憲
法
下
巻
所
収
、
　
一
九
八
八
年
、
　
一

四
六
三
頁
－
一
四
六
四
頁
。
同
「
憲
法
」
〔
第
三
版
〕
、
一
九
九
六
年
、
三
六
頁
。

　
た
だ
、
こ
の
立
場
に
立
つ
と
、
現
行
制
度
上
は
、
内
閣
に
憲
法
改
正
の
発
案
権
を
認
め
る
規
定
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
伊
藤
正
巳
「
憲
法
」
第
三
版
、
一
九
九
五
年
、
六
五
三
頁
。
佐
藤
　
功
「
憲
法
下
」
〔
新
版
〕
、
一
九
八
八
年
、
八
七
一
頁
。
同
「
日

本
国
憲
法
概
論
」
〈
全
訂
第
五
版
〉
、
一
九
九
六
年
、
五
八
五
頁
－
五
八
六
頁
。
同
「
憲
法
改
正
」
、
長
谷
川
正
安
・
森
　
英
樹
編
、

文
献
選
集
二
二
所
収
、
一
九
七
七
年
、
三
二
頁
。
鵜
飼
信
成
「
新
版
憲
法
」
、
一
九
八
六
年
、
二
七
頁
。
稲
田
正
次
「
憲
法
提
要
」
、
　
一

九
五
四
年
、
二
四
二
頁
。
阿
部
照
哉
「
憲
法
」
〔
改
訂
〕
、
一
九
九
四
年
、
二
八
六
頁
。
高
辻
正
巳
「
憲
法
講
説
」
、
　
一
九
八
O
年
、
二

六
頁
、
二
二
九
頁
。
榎
原
　
猛
「
憲
法
」
、
一
九
八
六
年
、
四
二
七
頁
。
名
雪
健
二
「
内
閣
は
憲
法
改
正
案
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
」
、
名
雪
健
二
・
和
知
賢
太
郎
・
齋
藤
康
輝
・
石
川
多
加
子
共
著
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
憲
法
、
増
補
版
所
収
、
一
九
九
九
年
、
　
一
五
七

頁
。　

佐
藤
（
功
）
、
前
掲
書
、
五
八
五
頁
。

　
伊
藤
、
前
掲
書
、
六
五
三
頁
－
六
五
四
頁
。
名
雪
、
前
掲
「
内
閣
は
憲
法
改
正
案
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
、
一
五
七
頁
。

　
稲
田
、
前
掲
書
、
二
四
三
頁
。
橋
本
、
前
掲
書
、
六
五
五
頁
。

　
伊
藤
、
前
掲
書
、
六
五
四
頁
。
佐
藤
（
功
）
、
前
掲
書
、
一
二
五
七
頁
。
樋
口
陽
一
「
憲
法
1
」
、
三
七
七
頁
。
法
学
協
会
編
、
前
掲

書
、
一
四
四
四
頁
。
和
田
（
英
）
、
前
掲
書
、
二
八
八
頁
。
小
林
（
直
）
、
前
掲
書
、
五
五
四
頁
。
小
林
（
孝
）
、
前
掲
書
、
一
九
五
頁
。

同
、
前
掲
書
、
一
九
〇
頁
。
杉
原
、
前
掲
書
、
二
三
一
頁
。
和
田
（
鶴
）
、
前
掲
書
、
二
六
六
頁
。
上
田
、
前
掲
「
憲
法
改
正
」
、
一
五

八
頁
。
柏
崎
、
前
掲
「
憲
法
の
改
正
と
保
障
」
、
二
六
七
頁
。

　
佐
藤
（
幸
）
、
前
掲
「
第
九
六
条
」
、
一
四
六
五
頁
。
同
、
前
掲
書
、
三
七
頁
。

　
芦
部
、
前
掲
書
、
三
五
五
頁
。

　
廣
田
、
前
掲
書
、
二
二
四
頁
。
伊
藤
、
前
掲
書
、
六
五
四
頁
。
榎
原
、
前
掲
書
、
四
二
八
頁
。
小
林
（
直
）
、
前
掲
書
、
五
四
四
頁
。

小
林
（
孝
）
、
前
掲
書
、
一
九
一
頁
。
杉
原
、
前
掲
書
、
二
三
〇
頁
。
山
下
威
士
「
改
正
」
、
浦
田
賢
治
・
大
須
賀
明
編
、
新
・
判
例
コ

ン
メ
ン
タ
ー
ル
日
本
国
憲
法
3
所
収
、
一
九
九
四
年
、
二
三
六
頁
。
同
「
改
正
」
、
有
倉
遼
吉
編
、
判
例
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
2
、
憲
法
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H
、
一
九
八
五
年
、
三
六
六
頁
。
阿
部
、
前
掲
書
、
二
八
六
頁
。
吉
田
、
前
掲
書
、
三
九
八
頁
。
長
尾
、
前
掲
書
、
五
六
一
頁
。
樋
口
、

前
掲
書
、
三
七
七
頁
。
上
田
、
前
掲
「
憲
法
改
正
」
、
一
五
七
頁
。

　
橋
本
、
前
掲
書
、
六
五
六
頁
。

　
清
宮
、
前
掲
書
、
四
〇
〇
頁
。
同
、
前
掲
書
、
七
三
頁
。
同
、
前
掲
「
改
正
の
手
続
」
、
二
三
〇
頁
－
二
三
一
頁
。
宮
沢
俊
儀
「
憲

法
」
（
改
訂
版
）
、
～
九
八
六
年
、
三
五
七
頁
。
同
、
前
掲
書
、
七
九
〇
頁
。
芦
部
、
前
掲
書
、
七
〇
頁
。
鵜
飼
、
前
掲
書
、
二
七
頁
。

佐
藤
（
功
）
、
前
掲
書
、
一
二
五
六
頁
。
和
田
（
英
）
、
前
掲
書
、
二
八
八
頁
。
和
田
（
鶴
）
、
前
掲
書
、
二
六
六
頁
。
佐
藤
（
幸
）
、
前

掲
書
「
第
九
六
条
」
、
一
四
六
二
頁
。
大
石
義
雄
「
日
本
国
憲
法
史
と
日
本
国
憲
法
」
、
一
九
九
五
年
、
四
四
四
頁
。

　
佐
藤
（
功
）
、
前
掲
書
、
　
一
二
五
六
頁
。
法
学
協
会
編
、
前
掲
書
、
　
一
四
五
三
頁
、
註
（
八
）
。

　
佐
藤
（
功
）
、
前
掲
書
、
一
二
五
六
頁
。

　
清
宮
、
前
掲
書
、
四
〇
〇
頁
。

　
小
林
（
孝
）
、
前
掲
書
、
一
九
一
頁
。

東洋法学
　
⑫
　
国
民
の
承
認

　
国
会
の
発
議
し
た
憲
法
改
正
案
は
、
国
民
に
提
案
し
て
、
そ
の
承
認
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
憲
法
第
九
六
条
第

一
項
後
段
で
は
、
「
こ
の
承
認
に
は
、
特
別
の
国
民
投
票
又
は
国
会
の
定
め
る
選
挙
の
際
行
は
れ
る
投
票
に
お
い
て
、
そ
の
過
半
数

の
賛
成
を
必
要
と
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
承
認
と
は
、
同
意
を
意
味
し
、
国
会
に
よ
っ
て
発
議
さ
れ
た
憲
法
改
正
案
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
こ

賛
成
の
意
思
表
示
を
い
う
。
憲
法
改
正
行
為
は
国
会
の
発
議
に
対
す
る
国
民
の
承
認
に
よ
っ
て
成
立
す
る
が
、
こ
の
こ
と
は
憲
法
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
と

正
の
決
定
権
が
国
民
に
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
会
の
議
決
に
よ
っ
て
憲
法
改
正
行
為
が
成
立
し
、
国
民
の
承
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ

を
条
件
と
し
て
そ
の
効
力
が
発
生
す
る
と
い
う
趣
旨
の
も
の
と
み
る
べ
き
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
国
民
主
権
の
原
則
か
ら
み
て
、
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憲法改正の手続

決
定
権
が
あ
る
の
は
国
会
で
は
な
く
て
、
国
民
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
国
民
の
承
認
は
、
「
特
別
の
国
民
投
票
又
は
国
会
の
定
め
る
選
挙
の
際
行
は
れ
る
投
票
」
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
こ
こ
に
い
う

「
特
別
の
国
民
投
票
」
と
は
、
と
く
に
憲
法
改
正
の
た
め
に
行
わ
れ
る
国
民
投
票
の
こ
と
で
あ
り
、
広
く
一
般
国
民
が
国
会
に
よ
っ

て
発
議
さ
れ
か
つ
提
案
さ
れ
た
憲
法
改
正
案
に
対
し
て
賛
成
ま
た
は
反
対
の
意
思
を
表
示
す
る
こ
と
で
こ
れ
を
承
認
し
、
あ
る
い
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ

こ
れ
に
対
し
て
承
認
を
拒
否
す
る
手
続
を
い
う
。

　
ま
た
、
「
国
会
の
定
め
る
選
挙
の
際
行
は
れ
る
投
票
」
と
は
、
そ
の
性
質
か
ら
み
て
衆
議
院
議
員
の
総
選
挙
や
参
議
院
議
員
の
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
レ

常
選
挙
の
よ
う
に
、
全
国
的
で
、
し
か
も
同
時
に
行
わ
れ
る
選
挙
を
い
う
。
こ
れ
ら
二
つ
の
う
ち
、
ど
の
場
合
に
「
特
別
の
国
民
投

票
」
に
よ
り
、
ど
の
場
合
に
「
国
会
の
選
挙
の
際
行
は
れ
る
投
票
」
に
よ
る
か
は
、
法
律
で
一
般
的
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ
レ

そ
の
都
度
の
国
会
の
議
決
に
委
ね
る
と
い
う
仕
方
を
と
る
こ
と
も
で
き
る
。
た
だ
、
国
民
投
票
が
選
挙
と
同
時
に
行
わ
れ
る
と
、
国

民
の
意
識
は
選
挙
に
向
い
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
、
憲
法
改
正
の
意
味
を
十
分
認
識
し
な
い
で
投
票
し
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か

ね
な
い
の
で
、
憲
法
改
正
と
い
う
問
題
の
重
要
性
に
鑑
み
て
、
憲
法
改
正
の
問
題
だ
け
に
国
民
の
注
意
を
集
め
さ
せ
る
た
め
に
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ヱ

「
特
別
の
国
民
投
票
」
で
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
国
民
の
承
認
を
え
る
た
め
に
は
、
国
民
投
票
の
「
過
半
数
の
賛
成
」
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
「
過
半
数
」
を
ど
う
考
え
る
か
に
つ

い
て
は
、
学
説
上
対
立
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
第
一
説
は
、
有
権
者
の
過
半
数
を
必
要
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ロ

　
第
二
説
は
、
総
投
票
の
過
半
数
を
必
要
と
す
る
。
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む

　
第
三
説
は
、
有
効
投
票
の
過
半
数
を
必
要
と
す
る
。

　
以
上
の
ご
と
く
、
学
説
が
対
立
し
て
い
る
が
、
有
効
投
票
の
過
半
数
と
す
る
の
が
多
数
説
で
あ
り
、
こ
の
説
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

と
い
う
の
は
、
有
権
者
の
過
半
数
と
す
る
と
、
棄
権
者
は
す
べ
て
原
案
に
反
対
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
う
。

棄
権
者
を
す
べ
て
反
対
者
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
は
、
妥
当
で
は
な
い
。
ま
た
、
総
投
票
の
過
半
数
と
す
る
と
、
書
き
損
な
い
や
そ

の
他
の
理
由
に
よ
る
無
効
投
票
は
す
べ
て
反
対
投
票
と
み
な
さ
れ
る
結
果
と
な
る
。
無
効
投
票
を
投
じ
た
者
が
す
べ
て
反
対
者
と
し

て
取
り
扱
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
棄
権
者
や
無
効
投
票
を
投
じ
た
者
の
中
に
も
賛
成
者
も
あ
り
、
ま
た
、

反
対
者
も
あ
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
を
一
様
に
反
対
者
と
す
る
の
は
妥
当
と
は
い
え
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
過
半
数
の
賛
成

と
は
、
有
効
投
票
の
過
半
数
の
賛
成
を
意
味
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
有
効
投
票
の
過
半
数
と
す
る
の
を
妥
当
と
し

な
が
ら
も
、
有
権
者
の
過
半
数
か
、
総
投
票
の
過
半
数
か
、
有
効
投
票
の
過
半
数
か
の
ど
れ
を
取
る
か
は
、
立
法
に
委
ね
ら
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ヨ

る
問
題
で
あ
る
と
す
る
立
場
や
投
票
総
数
が
非
常
に
少
な
い
場
合
に
、
有
効
投
票
の
過
半
数
で
決
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
と
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
お

法
律
に
よ
っ
て
最
低
投
票
数
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
立
場
も
あ
る
。

　
国
民
投
票
の
方
法
や
手
続
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
法
律
の
規
定
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
投
票
期
日
、
投
票
権
者
、

投
票
の
方
法
、
投
票
に
際
し
て
認
め
ら
れ
る
運
動
の
範
囲
、
投
票
の
結
果
に
対
す
る
異
議
や
訴
訟
の
制
度
な
ど
に
つ
い
て
法
律
で
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

定
す
る
必
要
が
あ
り
、
投
票
の
結
果
が
い
つ
確
定
す
る
か
に
つ
い
て
も
、
法
律
で
定
め
る
べ
き
で
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
そ
の
よ

う
な
法
律
は
制
定
さ
れ
て
い
な
い
。
か
つ
て
、
昭
和
二
七
年
末
に
、
選
挙
制
度
調
査
会
か
ら
内
閣
に
対
し
て
答
申
が
行
わ
れ
、
こ
れ

を
基
に
し
て
、
翌
年
一
月
に
自
治
庁
は
法
案
（
「
日
本
国
憲
法
改
正
国
民
投
票
法
案
」
）
を
作
成
し
た
が
国
会
へ
の
提
出
は
見
送
ら
れ
た
。
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そ
の
法
案
に
は
、
投
票
期
日
、
投
票
権
者
、
投
票
の
方
法
、
投
票
の
結
果
の
鑑
定
、
国
民
投
票
に
関
す
る
運
動
等
の
手
続
が
、
詳
細

　
　
　
　
　
　
　
パ
ど

に
規
定
さ
れ
て
い
た
。

　
な
お
、
憲
法
第
九
六
条
に
い
う
国
民
投
票
は
憲
法
第
一
五
条
に
い
う
公
務
員
の
選
挙
で
は
な
い
が
、
選
挙
に
お
け
る
選
挙
権
者
と

国
民
投
票
に
お
け
る
投
票
権
者
を
区
別
す
る
必
要
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
成
年
者
は
、
す
べ
て
そ
の
投
票
へ
の
参
加
が
保
障
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
め
ロ

る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
投
票
の
秘
密
は
保
障
さ
れ
る
べ
き
と
解
せ
ら
れ
る
。

16

21
））543

（
6
）987

　
宮
沢
俊
儀
「
全
訂
日
本
国
憲
法
」
、
芦
部
信
喜
補
訂
、
七
九
三
頁
。

　
清
宮
四
郎
「
憲
法
1
」
〔
第
三
版
〕
、
四
〇
一
頁
。
佐
藤
　
功
「
憲
法
下
」
〔
新
版
〕
、
一
二
六
一
頁
。
小
林
直
樹
［
新
版
］
「
憲
法
講

義
下
」
、
五
五
五
頁
。

　
佐
々
木
惣
一
「
改
訂
日
本
国
憲
法
論
」
、
一
二
三
頁
。
同
「
憲
法
学
論
文
選
一
」
、
一
九
五
六
年
、
一
九
八
頁
。

　
宮
沢
、
前
掲
書
、
七
九
四
頁
。

　
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
国
民
審
査
に
つ
い
て
は
、
憲
法
第
七
九
条
第
二
項
で
定
め
て
い
る
よ
う
に
、
衆
議
院
議
員
の
総
選
挙
の
際
に

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
憲
法
改
正
の
場
合
に
行
わ
れ
る
国
民
投
票
は
、
衆
議
院
議
員
の
総
選
挙
に
限
ら
れ
な
い
。

　
清
宮
、
前
掲
書
、
四
〇
二
頁
。
佐
藤
幸
治
「
第
九
六
条
」
、
樋
口
陽
一
・
佐
藤
幸
治
・
中
村
睦
男
・
浦
部
法
穂
共
著
、
注
釈
日
本
国

憲
法
下
巻
所
収
、
一
四
六
七
頁
。

　
清
宮
、
前
掲
書
、
四
〇
二
頁
。
同
「
改
正
の
手
続
」
、
清
宮
四
郎
・
佐
藤
　
功
編
、
憲
法
講
座
4
所
収
、
二
三
二
頁
。

　
針
生
誠
吉
「
憲
法
改
正
」
、
田
上
穣
治
編
、
体
系
憲
法
事
典
所
収
、
一
九
七
〇
年
、
六
七
二
頁
。

　
橋
本
公
亘
「
日
本
国
憲
法
」
、
六
五
六
頁
。
杉
原
泰
雄
「
憲
法
H
」
、
五
一
四
頁
。
山
下
威
士
「
改
正
」
、
浦
田
賢
治
・
大
須
賀
明
編
、

新
・
判
例
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
日
本
国
憲
法
3
所
収
、
二
三
六
頁
。
同
「
改
正
」
、
有
倉
遼
吉
編
、
判
例
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
2
、
憲
法
H

所
収
、
三
六
六
頁
。
和
田
鶴
蔵
「
日
本
国
憲
法
要
論
上
巻
」
、
二
六
八
頁
。
長
尾
一
紘
「
日
本
国
憲
法
」
【
第
三
版
】
、
五
六
二
頁
。
野



（
1
0
）

15　14　13　12　11
）　　）　　）　　）　　）

中
俊
彦
・
中
村
陸
男
・
高
橋
和
之
・
高
見
勝
利
「
憲
法
H
」
［
新
版
］
、
一
九
九
七
年
、
三
七
二
頁
。

　
清
宮
、
前
掲
書
、
四
〇
三
頁
。
同
、
前
掲
「
改
正
の
手
続
」
、
二
三
三
頁
。
廣
田
健
次
「
新
版
日
本
国
憲
法
概
論
」
、
二
二
五
頁
。
宮

沢
、
前
掲
書
、
七
九
五
頁
。
榎
原
　
猛
「
憲
法
」
、
四
二
九
頁
。
佐
藤
（
功
）
、
前
掲
書
、
一
二
六
一
頁
。
吉
田
善
明
「
日
本
国
憲
法
論
」
、

三
九
九
頁
。
高
辻
正
巳
「
憲
法
講
説
」
、
二
六
頁
。
稲
田
正
次
「
憲
法
提
要
」
、
三
八
O
頁
。
上
田
勝
美
「
憲
法
改
正
」
、
芦
部
信
喜
編
、

憲
法
の
基
本
問
題
所
収
、
一
五
八
頁
。

　
な
お
、
小
林
教
授
は
、
選
挙
の
場
合
に
準
じ
て
、
有
効
投
票
の
過
半
数
と
み
て
も
よ
い
と
す
る
。
小
林
（
直
）
、
前
掲
書
、
五
五
六

頁
。
ま
た
、
法
学
協
会
編
、
前
掲
書
、
一
四
四
八
頁
に
よ
れ
ば
、
要
件
の
厳
格
な
憲
法
改
正
を
幾
分
で
も
容
易
に
す
る
と
い
う
実
際
的

な
点
か
ら
、
有
効
投
票
の
過
半
数
と
解
す
べ
き
と
す
る
。

　
芦
部
、
前
掲
書
、
七
二
頁
。

　
阿
部
、
前
掲
書
、
二
八
六
頁
。

　
佐
藤
（
功
）
、
前
掲
書
、
一
二
六
一
頁
－
一
二
六
二
頁
。

　
な
お
、
こ
の
法
案
の
内
容
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
法
学
協
会
編
、
前
掲
書
、
一
四
四
六
頁
以
下
。

　
清
宮
、
前
掲
書
、
四
〇
四
頁
。
宮
沢
、
前
掲
書
、
七
九
四
頁
。
佐
藤
（
幸
）
、
前
掲
「
第
九
六
条
」
、
一
四
六
八
頁
。

東洋法学
　
目
　
天
皇
の
公
布

　
憲
法
改
正
行
為
は
、
国
会
の
発
議
を
経
て
、
国
民
の
承
認
を
え
た
と
き
確
定
的
に
成
立
す
る
。
憲
法
第
九
六
条
第
二
項
で
は
、

「
憲
法
改
正
に
つ
い
て
前
項
の
承
認
を
経
た
と
き
は
、
天
皇
は
、
国
民
の
名
で
、
こ
の
憲
法
と
一
体
を
成
す
も
の
と
し
て
、
直
ち
に

こ
れ
を
公
布
す
る
」
と
定
め
て
い
る
。
天
皇
は
、
内
閣
の
助
言
と
承
認
に
よ
り
、
国
民
の
承
認
を
え
た
憲
法
改
正
を
国
民
の
た
め
に

公
布
す
る
（
憲
法
第
七
条
第
一
号
）
が
、
天
皇
は
成
立
し
た
憲
法
改
正
を
公
布
す
る
だ
け
で
、
憲
法
改
正
行
為
に
は
な
ん
ら
関
与
し

な
い
。
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天
皇
の
公
布
は
、
「
国
民
の
名
で
」
行
わ
れ
る
。
こ
こ
に
い
う
「
国
民
の
名
で
」
と
い
う
の
は
、
憲
法
改
正
が
主
権
の
存
す
る
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
こ

民
の
意
思
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
趣
旨
で
あ
る
。
憲
法
第
七
条
第
一
号
は
「
国
民
の
た
め
に
」
憲
法
改
正
を
公

布
す
る
と
規
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
憲
法
第
九
六
条
第
二
項
に
い
う
「
国
民
の
名
で
」
公
布
す
る
の
と
同
じ
意
味
で
あ
る
の
か
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ヱ

う
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
同
じ
意
味
で
あ
る
と
す
る
立
場
と
両
者
は
少
し
お
も
む
き
を
異
に
し
て
、
憲
法
改
正
が
主
権
者

で
あ
る
国
民
の
意
思
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
公
布
文
に
も
「
国
民
の
名
で
」
と
い
う
文
句
を
明
記
す
る
こ
と
が
要
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ニ

さ
れ
て
い
る
と
解
す
る
立
場
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
憲
法
第
九
六
条
第
二
項
は
、
後
者
の
趣
旨
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
解
せ

　
　
パ
ゑ

ら
れ
る
。

　
憲
法
改
正
は
、
「
こ
の
憲
法
と
一
体
を
成
す
も
の
と
し
て
」
公
布
さ
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
文
言
の
意
味
が
不
明
確
の
た
め
に
種
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
こ

の
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
別
に
深
い
意
味
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
は
憲
法
改
正
が
日
本
国
憲
法
の
一
部
と
し
て
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
ロ

と
同
じ
形
式
的
効
力
を
も
つ
も
の
と
い
う
当
然
の
規
定
に
す
ぎ
な
い
。

　
憲
法
改
正
が
国
民
の
承
認
を
経
て
成
立
し
た
後
、
天
皇
は
、
「
直
ち
に
」
こ
れ
を
公
布
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
い
う

「
直
ち
に
」
と
は
、
速
や
か
に
あ
る
い
は
遅
滞
な
く
と
同
じ
意
味
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
民
投
票
に
よ
る
国
民
の
承
認
が
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ

以
上
、
で
き
る
だ
け
早
く
公
布
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
法
律
の
公
布
に
つ
い
て
は
、
国
会
法
第
六
六
条
で
奏
上
の
日

か
ら
三
〇
日
以
内
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
憲
法
改
正
の
公
布
の
期
間
を
法
律
で
限
定
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
法
律
の
公
布
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
レ

場
合
よ
り
も
、
短
い
期
間
に
す
る
の
が
憲
法
の
趣
旨
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
レ

　
な
お
、
公
布
と
は
別
に
、
施
行
の
期
日
が
定
め
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
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佐
藤
幸
治
「
第
九
六
条
」
、
樋
口
陽
一
・
佐
藤
幸
治
・
中
村
睦
男
・
浦
部
法
穂
共
著
、
注
釈
日
本
国
憲
法
下
巻
所
収
、
一
四
六
九
頁
。

　
宮
沢
俊
儀
「
全
訂
日
本
国
憲
法
」
、
芦
部
信
喜
補
訂
、
七
九
六
頁
。

　
清
宮
四
郎
「
憲
法
1
」
〔
第
三
版
〕
、
四
〇
五
頁
。
同
「
全
訂
憲
法
要
論
」
、
七
四
頁
。
同
「
改
正
の
手
続
」
、
清
宮
四
郎
・
佐
藤
　
功

編
、
憲
法
講
座
4
所
収
、
二
三
五
頁
。
法
学
協
会
編
「
註
解
日
本
国
憲
法
下
巻
」
、
一
四
五
〇
頁
。
伊
藤
正
巳
「
憲
法
」
第
三
版
、
六

五
五
頁
。

　
た
だ
、
宮
沢
教
授
は
、
「
国
民
の
名
で
」
と
あ
る
以
上
、
本
条
に
よ
る
憲
法
改
正
の
公
布
の
場
合
は
、
そ
の
公
布
文
に
、
「
国
民
の
名

で
」
と
い
う
言
葉
を
入
れ
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
橋
本
公
亘
「
日
本
国
憲
法
」
、
六
五
七
頁
。

　
清
宮
、
前
掲
書
、
四
〇
五
頁
i
四
〇
六
頁
。
同
、
前
掲
書
、
七
四
頁
－
七
五
頁
。
伊
藤
、
前
掲
書
、
六
五
五
頁
。
宮
沢
、
前
掲
書
、

七
九
六
頁
。

　
佐
藤
　
功
「
憲
法
下
」
〔
新
版
〕
、
一
二
六
三
頁
。

　
清
宮
、
前
掲
書
、
四
〇
六
頁
。
伊
藤
、
前
掲
書
、
六
五
六
頁
。
佐
藤
（
功
）
、
前
掲
書
、
一
二
六
三
頁
。

　
法
学
協
会
編
、
前
掲
書
、
一
四
二
五
頁
に
よ
る
と
、
施
行
期
日
に
つ
い
て
は
、
憲
法
改
正
の
中
に
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
し
、
そ
れ
は
公
布
の
日
か
ら
何
日
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
憲
法
改
正
の
性
質
に
鑑
み
て
、
何
年
何
月
何
日
と
い
う
確
定
し

た
日
を
定
め
て
お
く
べ
き
と
す
る
。

東洋法学
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